
株式会社栃木県畜産公社

基準年

平成28年

１年目

令和２年

２年目

令和３年

３年目

令和４年

４年目
（目標年）
令和５年

目標値
達成率
（％）

2,411 3,473 3,717 2,498 2,224 1,616 23.5%

4,000 3,440 3,721 1,944 1,661 2,527 158.8%

成果目標の
具体的な内容

成果目標の達成状況 事業内容
（具体的な取組内容並びに
　整備施設の種類、面積、
　台数、構造及び能力等）

事業実施
年度

成果目標は未達成となっている。
未達成の主な要因は、度重なる豚熱の
発生等による豚のと畜頭数の減少と、
世界的なエネルギーコスト上昇を受け
経費が増加していること等によるもの
と考えられるので、集荷対策や無駄の
洗い出しの徹底等により、目標達成に
向けた指導を行う。

食肉処理施設の再編合理化（栃
木県内３施設（両毛、那須、宇
都宮）の食肉センターを再編統
合し、とちぎ食肉センターを新
設）
（小動物処理棟建物12,174.68
㎡、事故畜棟建物288.1㎡、汚水
浄化処理施設2,300㎥、受水槽
1,850㎥、と畜システム一式、ほ
か）

牛肉
豚肉

平29
～
Ｒ元

①と畜コスト（円/
頭）
肥育豚換算1,616

②部分肉加工コスト
（円/頭）
肥育豚換算2,527

加工施設再編等緊急対策事業のうち食肉処理施設再編合理化事業に関する事業評価票

8,338,909,337
円（うち国費
3,843,551,000
円）
※３か年合計

事業費
（うち国費）

都道府県名
事業実施
主体名

栃木県
株式会社栃
木県畜産公
社

地方農政局長等の意見対象品目名



両毛食肉センター廃棄検討協議会

基準年

平成28年

１年目

令和２年

２年目

令和３年

３年目

令和４年

４年目
（目標年）
令和５年

目標値
達成率
（％）

栃木県
両毛食肉セ
ンター廃棄
検討協議会

牛肉
豚肉

平29
50,445,000円
（うち国費
21,738,000円）

61.2 53.7 56.8 66.7 76.4 84.5 65.2%
食肉処理施設の廃棄（とちぎ食
肉センターにと畜処理能力（豚
換算）500頭／日を集約）

成果目標は未達成となっている。
未達成の主な要因は、度重なる豚熱の
発生等による豚のと畜頭数の減少によ
るものと考えられるので、集荷対策等
により、目標達成に向けた指導を行
う。

成果目標の達成状況 事業内容
（具体的な取組内容並びに
　整備施設の種類、面積、
　台数、構造及び能力等）

地方農政局長等の意見都道府県名
事業実施
主体名

対象品目名
事業実施

年度
事業費

（うち国費）
成果目標の
具体的な内容

加工施設再編等緊急対策事業のうち食肉処理施設再編合理化事業に関する事業評価票

再編新設したとちぎ
食肉センターの稼働
率（％）
肥育豚換算84.5



那須地区食肉センター廃棄施設協議会

基準年

平成28年

１年目

令和２年

２年目

令和３年

３年目

令和４年

４年目
（目標年）
令和５年

目標値
達成率
（％）

栃木県

那須地区食
肉センター
廃棄施設協
議会

牛肉
豚肉

Ｒ２
35,002,000円
（うち国費
10,639,500円）

83.6 53.7 56.8 66.7 76.4 84.5 -800.0%
食肉処理施設の廃棄（とちぎ食
肉センターにと畜処理能力（豚
換算）124頭／日を集約）

成果目標は未達成となっている。
未達成の主な要因は、度重なる豚熱の
発生等による豚のと畜頭数の減少によ
るものと考えられるので、集荷対策等
により、目標達成に向けた指導を行
う。

成果目標の
具体的な内容

成果目標の達成状況 事業内容
（具体的な取組内容並びに
　整備施設の種類、面積、
　台数、構造及び能力等）

地方農政局長等の意見

加工施設再編等緊急対策事業のうち食肉処理施設再編合理化事業に関する事業評価票

都道府県名
事業実施
主体名

対象品目名
事業実施

年度
事業費

（うち国費）

再編新設したとちぎ
食肉センターの稼働
率（％）
肥育豚換算84.5



宇都宮市食肉処理施設等廃棄施設協議会

基準年

平成28年

１年目

令和２年

２年目

令和３年

３年目

令和４年

４年目
（目標年）
令和５年

目標値
達成率
（％）

栃木県

宇都宮市食
肉処理施設
等廃棄施設
協議会

牛肉
豚肉

Ｒ２

272,494,000円
（うち国費
109,552,500
円）

83.6 53.7 56.8 66.7 76.4 84.5 -800.0%
食肉処理施設の廃棄（とちぎ食
肉センターにと畜処理能力（豚
換算）1,360頭／日を集約）

成果目標は未達成となっている。
未達成の主な要因は、度重なる豚熱の
発生等による豚のと畜頭数の減少によ
るものと考えられるので、集荷対策等
により、目標達成に向けた指導を行
う。

成果目標の達成状況 事業内容
（具体的な取組内容並びに
　整備施設の種類、面積、
　台数、構造及び能力等）

地方農政局長等の意見都道府県名
事業実施
主体名

対象品目名
事業実施

年度
事業費

（うち国費）
成果目標の
具体的な内容

加工施設再編等緊急対策事業のうち食肉処理施設再編合理化事業に関する事業評価票

再編新設したとちぎ
食肉センターの稼働
率（％）
肥育豚換算84.5


